
チ ェ ッ ク 項 ⽬ はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご 意 ⾒ ご意⾒を踏まえた対応

① ⼦どもの活動スペースが
⼗分に確保されているか 24 3 1 2

体操などが出来るスペース
があってとてもよいと思い
ます。
⾝体が⼤きくなるにつれて
狭くないか？

特定空間に利⽤者が密集しな
いように、環境整備をよりす
すめ、専⾨⽀援の実施調整を
⾏う。個別⽀援計画を踏まえ
て、社会体験や⼾外レクを取
り⼊れていく。

② 職員の数や専⾨性は適切
であると思うか 28 2

設置基準以上の職員配置及び
職員の専⾨性を担保してい
る。当施設の療育活動の柱
が、将来における就労に向け
た作業であり、特別⽀援教育
が⽬指す⽬標と合わせなが
ら、活動内容を職員間で打ち
合わせする時間を⼗分にと
り、共有しながら役割分担を
明確化して、流れに沿って、
効果的な⽀援、⾒守りを⾏っ
ている。

③
事業所はバリアフリー化
の配慮が適切になされて
いるか

11 13 2 4 階段あり

施設がビルの2階にあり階段が
ある。トイレも中2階にあるた
め、職員が必ず付き添うよう
にしている。全員が室内に⼊
るまで階段の⾒守りを⾏う。
賃貸物件でもあり実施可能な
選択は限定的となるが、保護
者への可視的な安全・安⼼も
重要視していく。

④
⽣活空間は、清潔で、⼼
地よく過ごせる環境に
なっていると思うか

24 4 2
感染症・衛⽣・安全委員会等
を法⼈として実施し、その内
容を⽉1回各事業所で研修と環
境確認を実施している。

公表⽇：  令和 ７年 ３⽉ １⽇

   保護者等数（児童数）30    回収数 30  割合 100 ％  
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事業所名    スケッチブック 

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



⑤
⼦どもの特性等に応じた
専⾨性のある⽀援が受け
られていると思うか

28 1 1 ⼿先の器⽤さを活かせたら
最⾼。

利⽤者個々の客観的な分析と
特性把握は⾼いレベルででき
ていると考えています。外形
的な課題⾏動や⾔動を表⾯的
に減少させるのではなく、そ
の⾏動・⾔動の中にある理由
と結果を分析し、次の成⻑発
達の芽を育てるヒントを得る
⽀援を⾏いますので、保護者
家族と⼦どもの⽀援ニーズの
共有が、不⼗分な⽀援内容や
活動もあると考えます。こう
したニーズの共有化を⽬指し
ていきます。

⑥

事業所が公表している⽀
援プログラムは、実際に
提供する⽀援内容とあっ
ていると思うか

28 2

毎⽉の⾏事予定表をより完結
で分かりやすい表現で⽰して
いきます。加えて、新聞やブ
ログ等も組み合わせて、プロ
グラムのねらいや⽅法論等の
詳細な活動内容も発信してい
きます。

⑦

個別⽀援計画は、⼦ども
や保護者の思いに配慮
し、適切に作成されてい
るか

29 1

関係機関との連携や、本⼈及
び保護者家族との相互理解や
将来への展望を深めたモニタ
リングを⾏い、個別⽀援計画
をカスタマイズしていきま
す。

⑧
個別⽀援計画は「本⼈⽀援」
「家族⽀援」「移⾏⽀援」が
適切に設定されていると思う
か

29 1

⼦供家庭庁から発出された制
度構造を各児童発達⽀援管理
責任者がしっかりと理解し、
ガイドラインに基づいた保護
者にわかりやすい様式で⽰し
ていきます。

⑨
個別⽀援計画に沿った⽀
援が⾏われていると思う
か

29 1
毎⽇の療育活動の職員打ち合
わせを⾏い、利⽤者個々の⽀
援計画に沿った⽬標を共有し
て、相互協⼒を⾏いながら⽀
援を実施しています。

⑩
毎⽇の活動プログラムが
固定化されないよう⼯夫
されていると思うか

30

今後も職員間で話し合い、⼯
夫された活動に取り組んでい
きたい。利⽤者個々の成⻑・
発達に沿って⾒通しをもって
プログラムを構築していきた
い。
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⑪
障害のない⼦どもたちと
交流を深めるような機会
があるか

8 7 2 13 特に求めてません

流⾏感染症の余波も収まり、
交流の機会が少しずつ持てる
機会が多くなってきている。
お互いがプラス価値にるよう
計画と内容をねって限定的に
でも実施していきたい。

⑫
⽀援の内容や利⽤者負担
等について丁寧な説明が
なされたか

29 1
契約時だけでなく、制度改正
や、各保護者からの疑問・質
問に迅速に対応できるように
組織的に⾏える体制を整えて
いる。

⑬
「個別⽀援計画」を⽰し
ながら、⽀援内容の説明
がなされたか

29 1

⼦ども家庭庁が⽰したガイド
ラインに基づき、児童発達⽀
援管理責任者が各保護者と対
⾯を交えて、数回にわたり計
画をたて、説明を⾏ってい
る。

⑭
家族に対して家族⽀援、
研修会、情報提供等が⾏
われているか

20 6 1 3

保護者の個々の認識におい
て、どこまで事業所に求める
のかのレベルの差異や⾼下が
著しいので、まずはその温度
差を埋める試みを続けなが
ら、最⼤公約数を⾒出して、
全体会と個別会を組み合わせ
ながら⾏っていく。

⑮

⼦どもの状況を保護者に
伝え、その状況について
共通理解ができていると
思うか

30
様々な相談⽀援の機会をでき
るだけ多く設けることによっ
て、共通理解の深度を積極的
に深めている。

⑯
保護者に対して、⼦育て
に関する助⾔等の⽀援が
⾏われているか

26 2 2

保護者や家族、学校等の連携
機関との対話の中で要望があ
れば随時⾏っている。加え
て、こちらが必要と感じた時
にも提案できる体制を整えて
いる。

⑰
事業所の職員から共感的
に⽀援をされていると思
うか

29 1
全職員が利⽤者本⼈・保護
者・家族との対話や⽬線の重
要性を意識しつつ、⽀援員と
しての専⾨性を⼤事に⽀援し
ていく。

⑱

保護者会の開催等によ
り、保護者同⼠の連携や
きょうだいへの⽀援がな
されているか

8 9 6 7
今後も各保護者の価値観や考
え⽅を⼤事にしながら、保護
者同⼠の連携が図れるような
機会を設けていきたい。

保
護
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⑲

⼦どもや保護者の苦情や
意⾒に対して、事業所は
迅速かつ適切に対応して
いるか

25 2 3

各施設に管理者だけでなく苦
情担当者を配置し、いつでも
対応でき、それについての迅
速な対応や、その内容を職員
間で共有しています。そして
法⼈代表も出席する管理者会
等を通じて、組織全体で共有
できるようにして利⽤者や保
護者⽬線に⽴ち、建設的に発
展できる体制を整えていま
す。

⑳
保護者との連絡や事業所
からの情報伝達は適切に
⾏われているか

29 1
今後も、連絡帳の内容や各保
護者との個別相談会を⼤切に
し、保護者との対話をしっか
りと⾏う。

㉑

利⽤者に対して、会報や
ホームページ等で定期的
に活動の状況や情報を発
信しているか

27 2 1
今後も⽉に1回の新聞とブログ
の頻繁な更新、送迎時の対話
を通じて、活動の様⼦の紹介
を継続的・発展的にすすめて
いく。

㉒ 個⼈情報に⼗分注意して
いるか 26 3 1

個⼈情報の重要性や扱う緊張
感は年々増しているとの認識
を研修等を通じて全職員が共
有して、ヒューマンエラーに
より、その流失等がないよう
に、今後も個⼈情報の管理に
⼗分注意していく。

㉓

緊急時対応マニュアル等
が策定され、保護者に周
知され訓練が実施されて
いるか

20 3 3 4

全ての対応マニュアルを整え
ているが保護者の皆様への周
知について、なかなか進まな
い。保護者への可視化を踏ま
えて、ＨＰへの公開等も検討
していく。保護者への不安を
解消するために相談⽀援の場
⾯や保護者会を通して周知を
進めたい。



㉔
⾮常災害発⽣に備え、定
期的に避難訓練等必要な
訓練が⾏われているか

26 1 3

年に2回災害避難と⽔害避難の
訓練を実施している。今後も
実際に起こりうる場⾯を想定
し、計画的に⾏う。これまで
同様に会報にも順次掲載し保
護者の安⼼感を⾼めていく。
本年度よりBCP計画や感染対
策指針等も整備してより細や
かに対応できる体制が整いつ
つある。

㉕
⼦どもの安全を確保する
ための計画について周知
されているか

22 3 1 4

㉖
事故等が発⽣した時に速
やかな対応、連絡、説明
がなされていると思うか

25 1 4

㉗ ⼦どもは安⼼感をもって
通所しているか 29 1 今の職員のメンバーで落ち

着いてくれてる。

利⽤者間トラブルが発⽣しな
い環境調整をより構築できる
ようにしていく。

㉘ ⼦どもは通所を楽しみに
しているか 28 1 1 楽しみにしてても利⽤でき

ないと意味なし。

㉙ 事業所の⽀援に満⾜して
いるか 29 1 利⽤できる⽇が少ないので

満⾜とはいかない。

⾮
常
時
の
対
応

満
⾜
度

 ＊その他 ご意⾒ご要望等
・いつもお世話になっています。学校に⾏けない時など、⾃宅まで送迎して頂き本当に感謝しています、あ
りがとうございます。
・いつも楽しい療育活動をありがとうございます。
・相談会ありがとうございました。これからもあせらずゆっくりと成⻑していくよう⽀援の⽅よろしくお願
いします。
・回数は少ないですが楽しんで利⽤させてもらっていると思います。
・年々利⽤を嫌がる事も多くとても困る(利⽤者同⼠のトラブル)。何が原因かを知りつつも歩み寄りが⾒られ
ない事も多い(⼀部の職員)、今の職員のメンバーで落ち着いているので、できれば卒業までは変えてほしくな
い。
・問題に対して親⾝に寄り添って答えてもらえ、的確なアドバイスもしてもらえとても嬉しかったです。学
校や家以外でのびのび過ごせる環境でとても助かってます。

今後も利⽤者の「楽しかっ
た」の⾔葉や笑顔を⼤事に、
充実感・満⾜感・成功体験を
与え、社会⼈へのステップを
⾒据えた成⻑・発達を保護者
家族への相談⽀援も含めて、
⽀援できる知識・技術・専⾨
性を職員間で話し合いをしな
がら療育活動の計画を⽴てて
いく。

マニュアルや計画等を整備し
て、研修・情報共有や想定訓
練等を法⼈として、核事業所
として具体的に実施している
が、保護者への周知徹底につ
いて再度⾏いたい。


